
 

 

（２）緑と水

 基

を設

 

 

 

緑の

 

 

   

緑の

 

 

 

    つ

 

 

 

    は

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

水辺の将来像

基本理念の実

設定します。

緑の活用―配置方針

基本

緑の創出―配置方

基本

つながる緑

基本

はぐくむ緑

基本

像（配置方針

実現を目指し

。 

―配置方針 1

本方針１ 特

―配置方針２

本方針２ 緑

緑―配置方針

本方針３ 緑

緑―配置方針

本方針４ 緑

針）と基本方

し、緑と水辺

1  

特徴ある緑

２ 

緑あふれる

 針３

緑と水辺で

 配置方針 4

緑に関わる
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方針 

辺の将来像（

緑を守り活用

るまちづくりを

で人々の交流

る意識と人づ

（配置方針）

用する 

を進める 

流を促進する

づくり 

）を定め、方

る 

焼津市みど

３章 基本理

方針に基づ

どりの基本計画

理念と基本⽅針

き基本方針

 

施
 

策
 

の
 

展
 

開
 

画 

針 

針



 

 
焼津市みどり

３章 基本

  
緑の活
    

海 
① 高

・高

た

の

緑 
② 市

・住

緑

都

・公

進

・焼

の

て

歴

ま 
③ ⼯

・⼯

の 
④ ⽥

・⽥

既

・既

で

・既 
⑤ 道

・街

い

 

 

 

 

 

りの基本計画 

本理念と基本⽅

活用 

現況調査の

海岸の緑の活

高草山ゾーン

高草山や、花

た風致を有す

の歴史的文化

緑地として、

市街地ゾーン

住宅地や商業

緑化や開発に

都市の環境や

公共公益施設

進め適切に保

焼津神社や⼋

の風土や歴史

て保全すると

歴史文化との

ます。 

⼯業流通業務

⼯業地や流通

の保全や、質

⽥園集落ゾー

⽥園集落地は

既存の緑地の

既存公園の適

である豊かな

既存の公益施

道路 

街路樹は適切

いきます。 

⽅針 

の結果に基づ

活用について

ン 

花沢の⾥周辺

する緑地とし

化的資源と一

、保全を図り

ン 

業地において

に伴う緑地の

や景観の向上

設の敷地内は

保全を図りま

⼋坂神社など

史的環境を構

とともに、地

の触れ合いの

務ゾーン 

通業務地は、

質の高い緑化

ーン 

は、農地や集

の保全を進め

適切な維持管

な水を活かし

施設敷地内の

切な維持管理

づき、市域を

て方針を定め

辺の樹林地は

してまた、焼

一帯となる

り活用します

ては、接道部

の確保などに

上を図ります

は、積極的に

ます。 

どの社寺林は

構成する緑

地域の交流

の場として

、敷地内の既

化を誘導しま

集落地内の屋

めます。 

管理と改修を

した親水公園

の緑地につい

理によって保
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を４つのゾ

めます。 

は、優れ

焼津固有

る貴重な

す。 

部分の   

により、 

す。 

に緑化を

は、地域

緑地とし

流の場、 

て活用し

既存緑地

ます。   

屋敷林や⽣

を進めつつ、

園などのシン

いて、適切に

保全するとと

ゾーンに区分

 

 

⽣垣、社寺林

、市街地との

ンボル的な公

に保全を図り

ともに、予定

分し、⼟地利

林などの緑が

のバランスに

公園や広場を

ります。 

定されている

利⽤別と道路

が美しく広が

に配慮し、

を整備しま

る街路樹植

配置方針

路、河川、

がるよう、

、焼津の特徴

ます。 

栽を進めて

配置方針１ 

 

、  

、  

徴

て



 

 

⑥ 河

・大井

河

・中

健 
⑦ 海

・岩

・海

・栃

機

 

 

 

以上のこと

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川 

井川につい

河川敷のマラ

中小河川につ

健康増進につ

海岸・松林 

岩肌を露出し

海岸は、市⺠

栃山川から大

機能をもたせ

とから、「緑の

基本方針  

基本施

基本施

基本施

いては、広大な

ラソンコース

ついては、河

つなげるとと

した⼊り組ん

⺠が憩い安ら

大井川港まで

せた施設を整

の活用」配

針１  特

施策 1-1

施策 1-2

施策 1-3

なオープンス

スやグラウン

河川沿いの自

ともに、うる

んだ断崖絶壁

らぐことので

での海岸沿い

整備します。

配置方針によ

特徴ある緑

1 自然の

2 歴史・

3 農地の
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スペースと

ンドなどを積

自然環境や

るおいのある

壁の特徴的な

できる空間と

いでは、駿河

。 

よる、基本方

 緑を守り活用

の緑と水辺

・文化的緑

の保全及び

して、優れた

積極的に活用

や桜を保全、

る生活環境の

な景勝地であ

として保全活

河湾を眺望し

方針及び基本

用する 

辺の保全及

緑の保全及

び活用 

た河川環境を

用します。 

、活用し、観

の保全を進め

ある大崩海岸

活用を進めま

しながら潮風

本施策を以下

及び活用 

及び活用 

焼津市みど

３章 基本理

を保全すると

 

観光振興、景

めます。 

岸を保全し

ます。 

風を感じて

下に定めます

 

 

どりの基本計画

理念と基本⽅針

とともに、

景観向上、

します。  

散歩できる

す。 

画 

針 

、

、   

 

る



 

 
焼津市みどり

３章 基本

 
緑の創
    

を  
① 緑

・良

観

本

し

づ

集

≪緑

・ま

・親

栃

・多

⽯

・港

・湧

・新

…

  
② 緑

・本

る

・市

不

進

≪緑

・Ｊ

  
以上のこと

 

りの基本計画 

本理念と基本⽅

創出 

⼈々が緑と

を定めます。

緑と水辺の拠

良好な⾃然環

観光客に利用

本市のシンボ

しい公園や緑

づけ、質の高

集い交流する

緑と水辺の拠

まとまった自

親⽔性の⾼い

栃山川自然生

多くの市⺠に

⽯津⻄公園、

港…焼津漁港

湧水集中地区

新たに整備さ

…保福島親水

グリーンウ

緑化の拠点 

本市の玄関口

るために、積

市街地は、都

不⾜する地域

進めます。 

緑化の拠点≫

ＪＲ焼津駅周

とから、「緑の

基本方  

基本

基本

基本

⽅針 

と⽔辺で交流

。 

拠点 

環境を有する

用されている

ボル的な公園

緑地を、緑と

高い緑地の創

る場として活

拠点≫ 

自然緑地…高

い公園・緑地…

生態観察公園、

に利⽤される

、⼤覚寺公園

港、大井川港

区…大井川湧

されるシンボ

水公園、大井

ウォーク 

口となる場所

積極的な緑化

都市公園など

域については

≫ 

周辺・ＪＲ⻄

の創出」配

 
方針２  緑

本施策 2-

本施策 2-

本施策 2-

流する拠点と

る緑地や、多

る公園や緑地

園として整

と水辺の拠点

創出を図り、

活⽤します。

高草山一帯 

…瀬⼾川緑地

、大井川河川

る公園…⽯津

園、清⾒⽥公

港 

湧水群 

ボル的な公園

井川防災広場

所は、多くの

化を進めてい

どの施設緑地

は、将来の⼈

⻄焼津駅周辺

配置方針によ

緑あふれる

-1 身近な

-2 シンボ

-3 ⺠有地
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と、緑化を推

多くの市⺠や

地、あるいは

整備される新

点として位置

、多くの人が

。 

 

地、 

川敷運動公園 

津浜公園 

公園 

園・緑地 

場、潮風 

の⼈が利⽤し

いきます。 

地の計画的

⼈⼝動向な

辺・⼤井川

よる、基本方

 るまちづく

近な公園の

ンボルとな

有地と公共

推進する拠点

や

は

新

置

が

 

  

し、来訪者に

 

的な整備や、

などを鑑みて

川焼津藤枝ス

方針及び基本

くりを進め

の整備 

なる空間の

共施設の緑

点における緑

に緑豊かなま

、改修を進め

て、新たな都

スマート IC 周

本施策を以下

める 

の創出 

緑化 

緑の創出に

まちのイメ

めるとともに

都市公園など

周辺 

下に定めます

配置方針

ついて方針

ージを伝え

に、公園が

どの整備を

す。 

配置方針２

 

針

え

が  

を 

２ 



 

 

 
つなが
     

  ① 緑

・緑

に

ま

豊

る

と

「

ベ

確

観 
② 川

範囲

・大

観

を

広

つ

市

創

・港

進

て 
③ 水

・瀬

「緑

⾃

 

 

 

 

 

 

がる緑 

各拠点のネ

緑と水辺のベ

緑と水辺が一

に位置する高

までの海岸、

豊かな自然環

る象徴的な区

と水辺の拠点

「緑と水辺の

ベルト⼀帯の

確実に後世に

観光客の交流

川と緑のふれ

囲：大井川河

生態観察

保福島親

 

大井川河川敷

観察公園等、

を強化すると

広がるような

つ、積極的な活

市⺠が良好な

創出に繋げて

港や公園等の

進めることに

ていきます。 
水辺の回廊 

瀬⼾川、朝⽐

緑と水辺のベ

⾃然環境の保

 

 

 

 

ネットワーク

ベルト 

一体となり、

高草山、大崩

、大井川の河

環境を有する

区域であり、

点を繋ぐ役割

のベルト」と

の緑と⽔辺を

に継承すると

流の場として

れあいネット

河川敷運動公

察公園・栃山

親水公園⇔瀬

敷運動公園や

、河川を活か

とともに、こ

な新たな緑地

活用を促進

な⾃然環境と

ていきます。

の「緑と水辺

により、地域

。 

⽐奈川、栃⼭

ベルト」、「川

保全等を図り

ク化（つなが

、本市を囲む

崩海岸から大

河川敷は、本

ることを実感

、また、本市

割を担うこと

として位置づ

を適切に保全

とともに、市

て活⽤します

トワーク 

公園⇔栃山川

山川緑地公園

瀬⼾川緑地 

や栃山川自然

かした公園の

これらの連携

地の配置を進

進することに

と触れ合う機

。 

辺の拠点」と

域の良好な住

⼭川、⽊屋川

川と緑のふれ

り、市⺠の⾃
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がり）につい

むよう

大井川

本市が

感でき

市の緑

とから、

づけ、

全し、

市⺠や

す。 

川自然   

園⇔ 

 

然生態   

の連携 

携が    

進めつ   

により、  

機会の  

と海岸や河

住環境の形成

川等の市内を

れあいネット

⾃然との触れ

いて、方針を

  

  

  

  

河川を連携さ

成、さらには

を流れる中⼩

トワーク」を

れ合いの場、

を定めます

させ、緑地の

は活⼒と、に

⼩河川は、「

を繋ぐ軸とし

、散策コース

焼津市みど

３章 基本理

す。 

の充実や多様

にぎわいの

「緑と⽔辺の

として位置づ

ス等として活

配置方針

どりの基本計画

理念と基本⽅針

様な活用を

創出に繋げ

の拠点」や 

づけ、水辺の

活⽤します。

配置方針３

画 

針 

を   

げ 

 

の   

。 

３ 



 

 
焼津市みどり

３章 基本

④ 焼

範囲

 

・焼

る

の 
⑤ ⼤

範囲

 

・大井

⼤井

交流 
⑥ 南

範囲

・⽯津

とも

回遊

 

 

 

以上のこ

 

 

 

 

 

 

 

配置⽅針

向上や、市

 

 

 

 

 

 

 

 

りの基本計画 

本理念と基本⽅

焼津駅周辺に

囲：瀬⼾川緑

焼津駅周辺に

る緑と水辺の

のにぎわい創 
⼤井川交流促

囲：大井川港

井川港周辺

井川湧⽔群

流に繋げます 
南部・会下ノ

囲：石津浜公

津⻄公園の

もに、個性

遊性を高めま

ことから、「つ

針１〜３に沿

市⺠緑化活動

 

 

基本方  

基本

基本

基本  

基

基

基

⽅針 

にぎわい創出

緑地⇔焼津駅

において魅⼒

の拠点を保全

創出に繋げま

促進ネットワ

港⇔大井川湧

辺をはじめ整

との連携を

す。 

ノ島交流促進

公園⇔焼津市

の整備、区画

性ある公園や

ます。 

つながる緑

沿って緑の保

動への参加が

方針３  

本施策 3-

本施策 3-

本方針４  

基本施策 4

基本施策 4

基本施策 4

出ネットワー

駅⇔市役所⇔

⼒的な緑化を

全しつつ、こ

ます。 

ワーク 

湧水群⇔潮風

整備中である

を強化し、⼤

進ネットワー

市南部⼟地区

画整理事業に

や魅⼒ある地

緑」配置方針

保全・創出

が不可⽋であ

緑と水辺で

-1 地域

-2 緑（

緑に関わ

4-1 緑を

4-2 緑を

4-3 緑と

62 

ーク 

⇔焼津漁港 

を推進すると

これらを繋ぐ

風グリーンウ

る潮風グリ

⼤井川地域の

ーク 

区画整理事業

による緑地の

地域資源の

針による、基

出・活用を促

あることから

で人々の

域資源を活

（桜）と水

わる意識と

を知る機会

を学ぶ機会

と水辺を守

 

とともに、瀬

ぐような緑化

ウォーク⇔大

ーンウォー

の緑と⽔辺を

業区域 

⇔会下ノ

の創出、宅地

情報発信に

基本方針及び

促進するにあ

ら、下記のと

交流を促

活かしたネ

水辺の回廊

と人づくり 

会の充実 

会の充実 

守り育てる

瀬⼾川緑地、

化の推進によ

大井川防災

ーク、大井川

を活かした住

ノ島⽯津⼟地

地整備に伴う

による公園の

び基本施策を

あたり、市⺠

とおり方針

促進する 

ネットワー

廊づくり 

る活動の支

、焼津漁港

より、中心

災広場 

川防災広場、

住⺠や観光客

地区画整理

う緑化の促進

の相互利⽤や

を以下に定め

⺠の緑に対す

針を定めます

ークの構築

支援と育成

等の隣接す

市街地全体

、さらには

客の新たな

事業区域 

 

進を図ると

や地域内の

めます。 

する意識の

す。 

築 

成 

 

す

体

は  

な

と

の 

の  


